
町
の
人
口

男　2,801 人
女　3,137 人
計　5,938 人
世帯数 2,807 戸
 令和7年10月末現在

［特集］
「高取土佐時代行列保存会」
［特集］
「高取土佐時代行列保存会」

2025(令和 7) 年
619No.

12



 　～歴史と伝統の継承を～

広報たかとり 2025年 12月号 2

　

本
町
の
秋
の
伝
統
行
事
・
た
か
と
り

城
ま
つ
り
の
目
玉
の
一
つ
、
時
代
行
列

を
盛
り
上
げ
て
い
る
「
高
取
土
佐
時
代

行
列
保
存
会
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
「
高
取
土
佐
時
代
行
列
保
存
会
」
は
、

毎
年
時
代
行
列
に
奴
踊
り
で
参
加
し
て

い
ま
す
。
奴
踊
り
と
は
、
奴
の
姿
で
踊

る
舞
踊
で
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
道

具
や
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
奴
踊
り
で
時
代
行
列
に
参

加
す
る
皆
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
「
町
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
思
い

か
ら
、
平
成
１４
年
に
活
動
を
開
始
し
た
「
高
取
時
代
行
列
保

存
会
」。
吉
野
山
の
春
の
伝
統
行
事
「
花
供
懺
法
会
」
で
の
時

代
行
列
を
土
台
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
徐
々
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
踊
り
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

　

当
初
は
１０
名
前
後
で
の
活
動
だ
っ
た
も
の
の
、「
歴
史
と
伝

統
の
継
承
」
の
想
い
に
共
感
す
る
人
が
徐
々
に
増
え
、
今
で

は
７０
歳
前
後
の
メ
ン
バ
ー
約
２０
名
が
時
代
行
列
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

は
な
く
せ
ん
ぽ
う
え

活
動
の
歴
史

﹁
高
取
土
佐
時
代
行
列
保
存
会
﹂

﹁
高
取
土
佐
時
代
行
列
保
存
会
﹂

〜
高
取
で
頑
張
る
﹃
高
取
人
﹄〜

〜
高
取
で
頑
張
る
﹃
高
取
人
﹄〜
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特集　「高取土佐時代行列保存会」

練
習
の
様
子

　

今
年
も
た
か
と
り
城
ま
つ
り
に

備
え
た
練
習
が
、
上
土
佐
公
民
館

で
２
週
間
前
か
ら
合
計
５
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

所
作
の
確
認
や
動
き
の
統
一
の

た
め
、
熱
心
に
練
習
に
励
む
皆
さ

ん
。
時
に
は
雑
談
も
し
て
、
楽
し

み
な
が
ら
練
習
し
て
い
る
様
子
で

す
。

　

前
日
の
練
習
に
は
メ
ン
バ
ー
の

ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
、
本
番
に
備

え
た
準
備
は
万
全
で
す
。

い
よ
い
よ
本
番
！

　

い
よ
い
よ
迎
え
た
た
か
と
り
城
ま
つ
り

本
番
の
日
。
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
ま
す
。「
町
の
歴
史
と
伝
統
を
残
し
、
町

お
こ
し
に
貢
献
し
た
い
。」
と
の
思
い
を
抱

き
な
が
ら
披
露
し
た
皆
さ
ん
。
生
き
生
き

と
楽
し
そ
う
に
踊
る
姿
が
力
強
く
て
印
象

的
で
し
た
。

　

美
し
い
所
作
が
一
斉
に
揃
っ
た
光
景
に

多
く
の
人
が
釘
付
け
と
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら

　

奴
踊
り
の
難
し
さ
と
や
り
が
い
は
紙
一

重
で
す
。
例
え
ば
、
手
足
の
動
作
の
統
一

や
、息
を
合
せ
て
毛
槍
を
投
げ
る
・
キ
ャ
ッ

チ
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
難
し
い
一
方
、

見
事
に
揃
う
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
、

や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
掛
け

声
に
よ
っ
て
踊
り
を
切
り
替
え
る
際
、
周

り
が
賑
や
か
で
音
が
か
き
消
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
注
意
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

大
切
で
す
。

　

そ
ん
な
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
兼
ね
備
え

た
奴
踊
り
に
参
加
し
て
、
来
年
の
た
か
と

り
城
ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
！

高取土佐時代行列保存会　会員募集中！
来年の時代行列を更に盛り上げていただける人を募集しています。
町内外問わず興味のある人はご連絡ください。来年のたかとり城まつりを一緒に盛り上げま
しょう！

○練習場所　上土佐公民館
○問い合わせ　まちづくり課

け
や
り
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　町のお知らせ

瑞宝双光章受章瑞宝双光章受章

令和 7年度生涯スポーツ優良団体
　　　　　 表彰受賞
令和 7年度生涯スポーツ優良団体
　　　　　 表彰受賞

令和 7年度全国自治会連合会会長表彰受賞令和 7年度全国自治会連合会会長表彰受賞

　藤谷光弘さんは、昭和49年に橿原消防署（現：奈良県広域消
防組合）に就職され、約50年もの長きにわたり消防活動に精励
されました。
　平成 23 年からは消防監として、また平成 27 年からは消防
正監として、人材育成や福利厚生の整備に貢献された功績が認
められ、今回の受章となりました。藤谷さんは、「昨年亡くなっ
た妻の内助の功のおかげで叙勲をいただけたと、感謝していま
す。」と、笑顔で話されました。
　この栄誉ある受章に対し、心からお喜び申し上げます。

　10月 13日、一般社団法人メープルクラブたかとりが「生涯
スポーツ優良団体」として文部科学大臣から生涯スポーツ優良団
体表彰を受賞されました。メープルクラブたかとりは令和5年に
法人化。子どもから一般、シニアまで幅広い年齢層の生涯スポー
ツ普及に携わり、奈良県の地域スポーツ振興に大きく貢献された
功績が認められ、今回の受賞となりました。
　この栄誉ある受賞に対し、心からお喜び申し上げます。

　10月 23日、中村秀雄さんが全国自治会連合会会長表彰を受
賞されました。中村さんは、平成28年度から現在に至るまで高
取町自治会の会長を務められ、その間、奈良県自治連合会の副会
長、理事、会計を歴任してこられました。地域の交流を深める事
業を展開し住民福祉のために尽力された功績が認められ、今回の
受賞となりました。
　この栄誉ある受賞に対し、心からお喜び申し上げます。

▲藤谷光弘さん（藤井）

▲代表者：辰巳義和さん（越智）

▲中村秀雄さん（上子島）
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地域安全活動功労者賞受賞地域安全活動功労者賞受賞

　10月 8日、松村彰泰さんが地域安全活動功労者賞を受賞されま
した。安全で安心して暮らせる街づくりのため、30年以上もの長
きにわたり、地域安全活動の推進に尽力された功績が認められ、今
回の受賞となりました。
　この栄誉ある受賞に対し、心からお喜び申し上げます。

▲松村彰泰さん（下土佐）

自治功労者表彰自治功労者表彰
　

１１
月
１０
日
、
令
和
７
年
度
高
取
町
自

治
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
、
町
の
自
治

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
８
名
を
表
彰
し
ま

し
た
。
ま
た
１３
名
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

《
表
彰
受
賞
者
》

◇
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

島
田　

純
治
さ
ん
（
観
覚
寺
）

◇
基
金
造
成
委
員

　
　

巳　

駿
一
さ
ん
（
上
土
佐
）

◇
農
業
委
員

　

河
合　

伸
晃
さ
ん
（
観
覚
寺
）

◇
社
会
教
育
委
員

　

中
本　

勝
教
さ
ん
（
丹
生
谷
）

◇
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

梅
本　

純
博
さ
ん
（
上
子
島
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

浦
野　

均
さ
ん
（
清
水
谷
）

◇
公
平
委
員

　

川
田　

祐
三
さ
ん
（
下
土
佐
）

◇
副
町
長

　

東　

扶
美
さ
ん
（
御
所
市
柏
原
）

《
感
謝
状
受
賞
者
》

◇
基
金
造
成
委
員

　

中
川　

卓
さ
ん
（
丹
生
谷
）

◇
農
業
委
員

　
　

瀬　

智　

さ
ん
（
下
子
島
）

　

西
本　

愼
治
さ
ん
（
兵
庫
）

　

辻
山　

堯
英
さ
ん
（
上
子
島
）

　

杉
本　

正
孝
さ
ん
（
寺
崎
）

◇
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

中
嶋　

啓
栄
さ
ん
（
車
木
）

◇
情
報
公
開
審
査
委
員

　

松
川　

敏
秀
さ
ん
（
清
水
谷
）

◇
行
政
不
服
審
査
委
員

　

福
井　

英
之
さ
ん
（
奈
良
市
登
大
路
町
）

◇
町
職
員

　

岡
本　

裕
子
さ
ん
（
清
水
谷
）

　

南　

一
也
さ
ん
（
大
和
高
田
市
曙
町
）

　

芦
髙　

龍
也
さ
ん
（
御
所
市
池
之
内
）

　

中
川　

久
仁
さ
ん
（
藤
井
）

　

吉
田　

宗
義
さ
ん
（
橿
原
市
石
川
町
）

　町のお知らせ
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　町のお知らせ

広報たかとり 2025年 12月号

たかとり健幸の森公園で林業体験！地歴探
究

　郷土への理解を深める総合学習の一環として、高取国際高校普通科の2年生 24名が奈良県フォレスター
アカデミーの指導のもと、たかとり健幸の森公園で林業体験を行いました。
　教室で「林業における伐木作業」をテーマに、林業での作業の基本や事故防止のための安全管理について学
んだ後、いよいよ健幸の森での実習です。
　急な傾斜を登り、林業現場さながらの体験が始まりました。「滑りそう」「手が痛い」と言いながらみんなで
協力して伐り、最後は追い口に入れたくさびをハンマーで一生懸命打ち、木が倒れる瞬間には大きな歓声が上
がりました。

近畿府県合同防災訓練・奈良県防災総合訓練が町内で行われました！

　10月 25、26日、県内および近畿府県等の防災
関係機関や関係団体合同で、大規模地震による被害
を想定した多様な訓練が県内で行われました。
　その一つとして本町では、傾斜地にある街区の土
砂崩れによる埋没、震災による建物崩壊および二次
災害としての林野火災を想定し、効果的な消火体制
の確立を目指した訓練がたかとり健幸の森公園で行
われました。また、崩壊したトンネルからの救出訓
練や多重事故による傷病者へのトリアージ・救助訓
練などが高取バイパスで行われました。
　土砂災害に焦点を当てて実施された今回の訓練で
は、援助隊の素早い動きがとても頼もしく印象的で
した。
　町民の皆さんにはご迷惑をお掛けし、申し訳ござ
いませんでした。無事、実りある訓練ができました。
ありがとうございました。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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町のお知らせ

広報たかとり 2025年 11月号

　高取町の皆さん、ハロパト事務局です。ずいぶんと冷え込む毎日ですが、変わらずお過ごしでしょうか。
　さて、11月14 日に開催された第2回「ハロパトたかとり未来ラボ」も町内外から多くの人にお集まり
いただき大盛況で終えることができました。ご参加いただいた皆さん、誠にありがとうございました。
　「ハロパトたかとり未来ラボ」でなぜ様々な講座をお届けするのか？そもそもハロパト事務局では平成28
年以降、上牧町、橿原市、天理市、三郷町、桜井市で「結婚応援」を切り口にした少子化対策事業に取り
組む中で、先行事例のあるハロパトに高取町から声を掛けていただき、町の事業の仲間入りをさせていた
だきました。その目的は「結婚や結婚生活に関する助言を行う人たちを養成すること」。様々な視点から「未
来ラボ」という高取町の未来を共に考えるスタイルでスタートすることになりました。結婚のハードルが上
がるその理由の奥底にあるのが「人権」というテーマです。
　未来ラボでは、これからも「多様な生き方を知る学ぶ」という視点に立ち、様々な講師から学んでいきま
す。12月13 日（土）の年内最終講義では、天理大学人文学部教授関本克良先生による「ボランティア」
についての講義です。実践的な学びに繋げていきましょう。

「多様な生き方を知る学ぶ」「多様な生き方を知る学ぶ」

○問い合わせ　福祉課

第52回高取町民スポーツフェスティバルを開催しました！第52回高取町民スポーツフェスティバルを開催しました！

第４８回高取町文化祭盛大に開催！！

優　勝競技名 準優勝 三　位
綱 　 引 　 き

逆 転 玉 入 れ

宅配便リレー

愛のラケット便

大  縄  跳  び

観覚寺

観覚寺

市尾 清水谷・グリーンタウン

観覚寺

越智

森

グリーンタウン

兵庫

グリーンタウン

上子島・清水谷

森

下子島

グリーンタウン森

結　　　　果

　11月 2日、高取健民運動場で第52回高取町民スポーツフェスティバルを開催しました。
秋晴れの青空のもと、さまざまな競技を楽しみながら、大いに盛り上がりました。

　11月 8、9日、リベルテホールで高取町文化祭を開催しました。
　展覧会には絵画や生け花、陶芸作品など160点以上の作品が展示されました。芸能発表会ではジュ
ニアダンスをはじめ朗読やコーラス、フラダンス、詩吟など、14演目延べ170名以上の出演者がバ
ラエティあふれるステージを繰り広げ、客席から大きな拍手が沸き起
こりました。
　恒例のお茶席や模擬店もあり、たくさんの人が文化の秋を堪能しま
した。
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　町のお知らせ

広報たかとり 2025年 12月号

図書室カレンダー リベルテホール図書室の開室日は次のとおりです。
確認の上ご来館ください。

○問い合わせ　教育委員会事務局　0744 (52) 3715

月12 休室日

日 月
32 4 5

9
16
23

17
24

18
25

19
26 27

28 29 30 31

20
21 22

10 11 12 13
14 15

6
7 8

1
火 水 木 金 土

月1 休室日

日 月
32

4 5 9
16
23

17
2418

25
19
26 27 28 29 30 31

20 21 22

10
11 12 13 14 15

6 7 8
1

火 水 木 金 土

　たかむち小学校の子どもたちに大人気のジャングルジムとブランコ。老朽化のため改修が望まれて
いた二つの遊具が新しくなりました！
　黄色と緑とオレンジできれいに塗り分けられた真新しいジャングルジムとブランコ。滑り台を滑り
降りた子どもが校庭で遊ぶ子どもとぶつからないように、これまでとは向きを変えてジャングルジム
を設置しました。
　4人乗りブランコは、乗ったときの足元の安全なスペース、スイングクリアランスを確保できる高
さにするとともにこれまでなかった安全柵を設置し、子どもたちがより安全に楽しめるようになりま
した。
　新しくなったジャングルジムとブランコで元気に楽しく遊んでね！

　たかむち小学校の 4人乗りブランコは、公益財団法人ライフスポーツ財団の「令和 7年度子ども活
動支援金」の交付を受けて設置しました。
　ライフスポーツ財団とは、「幼少児の健全な心身の育成に役立ちたい」との想いで、幼少児や子ども
たちがいつでも誰でも積極的に体を動かせるようなスポーツ活動を支援している団体です。
　今回は、ライフスポーツ財団が運営する助成事業の内、子どもたちの健全な心身の発達を目的とし
て、遊びを通した運動習慣の形成とそれを支える環境の整備に関する経費を支援する「子ども活動支
援金」に該当する事業として採択されました。

○問い合わせ　教育委員会事務局　0744（52）3715

たかむち小学校のジャングルジムとブランコが新しくなりました！

◎年末年始特別貸出のお知らせ
　年末年始のため12月 27日～1月5日は休室
　です。それに伴い、12月 13日～26日は一人
　5冊 4週間の貸し出しです。(通常一人3冊 2
　週間 )

◎蔵書点検のお知らせ
　1月27日、28日は蔵書点検のため休室します。

トピックス
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　町のお知らせ

　本町では、各種公式 SNS（LINE、Instagram、Facebook）を運用し、さまざまな情報を発信
しています。次のQRコードから、それぞれ友だち登録・フォローをお願いします！

各種公式 SNS運用中！ぜひご利用ください！各種公式 SNS運用中！ぜひご利用ください！

▲Facebook

　「たかとりん」
 LINE スタンプ販売開始！
　「たかとりん」
 LINE スタンプ販売開始！

高取町公式マスコットキャラクター「たかとりん」の LINE スタンプが誕生しました。
ぜひご利用ください！

▲LINE ▲Instagram

高取町公式

マスコット
キャラクタ

ー

○問い合わせ　総合政策課

○スタンプ名 　たかとりん
○販売価格　50コイン（150 円）
○内容　1セット（16種類）

手順 2から手順 3の間に次のとおり行い、コインをチャージ（購入）してください。
①「チャージしますか？」と問われるので「OK」を選択。
②たかとりんのスタンプは 50コインなので、150 円以上を選択。
③パスワードを求められるので入力し、「OK」を選択。
④「購入する」を選択するとコインのチャージが完了、「OK」を選択。
⑤もう一度たかとりんのスタンプ購入画面を表示。
※機種によって購入方法が異なる場合があります。詳しくは LINE の「ヘルプ」をご覧ください。

購入方法

スタンプ概要スタンプ概要

保有コインが 50コイン以上ない場合は・・

QRコードを読み取る、または LINE のホームタブの検索バーから「たかとりん」
と検索、たかとりんを選択。

手順 1：

手順 2：

手順 3：

たかとりんの「スタンプ情報」の画面で「購入する」をタップ。

購入の確認をされるので、「OK」をタップするとスタンプの購入が完了。
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　町のお知らせ

年
末
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

　

１２
月
１５
日
〜
３１
日
、
年
末
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。
年
末
は
、
暖
房

器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

外
出
前
や
お
や
す
み
前
に
火
の
元
の

確
認
を
行
い
、
火
の
用
心
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

○
問
い
合
わ
せ　

高
市
消
防
署
予
防
課

　

０
７
４
４
（
５
２
）
４
４
９
９

防
災
行
政
無
線
の
聞
き
直
し

　

災
害
発
生
時
、
町
内
各
地
に
設
置
し

た
防
災
行
政
無
線
で
災
害
情
報
や
避
難

情
報
な
ど
を
一
斉
放
送
し
ま
す
。

　

放
送
は
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
２４
時
間
以
内
は
聞
き
直
し

が
で
き
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
聞
き
直
し
電
話
番
号

　

０
７
４
４
（
４
７
）
２
１
７
７

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

自衛官等募集案内
募集種目 受付期間 試験日（一次試験） 資格

通年行っています

～令和 8年 1 月 15 日 令和8年1月24日、25日　　    ※内 1日

自衛官候補生

高等工科学校生徒

受付時にお知らせします 18歳以上33歳未満

男子で中学等卒（見込み含む。）
15歳以上17歳未満

http://www.mod.go.jp/pco/nara/
○問い合わせ　自衛隊奈良地方協力本部　橿原地域事務所　0744（29）9060

野
焼
き
に
よ
る
火
災
が
多
発
！

　

生
ご
み
、
紙
類
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
自

宅
や
空
き
地
で
燃
や
す
こ
と
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
者
に
は
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し

風
の
強
い
日
も
多
く
周
囲
に
燃
え
広
が
る

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ　

高
市
消
防
署
警
防
課　

　

０
７
４
４
（
５
２
）
４
４
９
９

１２
月
は
町
県
民
税
第
４
期
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
税
第
６
期
分
の
納
期
で
す

　

１２
月
２５
日
（
木
）
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
や
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
で
納
付
す

　

る
場
合
、
領
収
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
納

　

税
通
知
書
も
し
く
は
納
付
書
裏
面
に
記
載
の
金
融
機
関
ま
た

　

は
税
務
課
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

申
請
に
必
要
な
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
も
無
料
で
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

１２
月
１４
日
（
日
）
９
時
〜
１２
時

※
時
間
帯
に
よ
り
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了　

承
く
だ
さ
い
。

○
と
こ
ろ　

住
民
課
窓
口

○
持
ち
物　

【
申
請
の
場
合
】

・
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
資
格
確
認
書
な
ど)

【
交
付
の
場
合
】

・
交
付
通
知
書(

は
が
き)

・
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
資
格
確
認
書
な
ど)

・
通
知
カ
ー
ド(

お
持
ち
の
人
の
み)

【
電
子
証
明
書
更
新
の
場
合
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
が
わ
か
る
も
の

○
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

令
和
８
年
消
防
出
初
式
を

開
催
し
ま
す

　

式
典
後
は
、
消
防
車
が
一
斉
に
放
水
を

行
う
放
水
演
習
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

１
月
１８
日
（
日
）
１０
時
〜

※
式
典
開
始
時
刻
で
す
。
分
列
行
進
、
放

　

水
演
習
は
約
１
時
間
後
の
式
典
終
了
後

　

に
行
い
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

高
取
健
民
運
動
場

※
雨
天
時
は
、
リ
ベ
ル
テ
ホ
ー
ル
で
式
典

　

の
み
を
行
う
た
め
、
分
列
行
進
、
放
水

　

演
習
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
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　町のお知らせ

12月 3日～9日は「障害者週間」です
　「障害者週間」は、障害者福祉への関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化その他あ
らゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的とした週間です。一人一人が普段の生活の
中でできる配慮や工夫について考え、取り組んでいきませんか。
　主な福祉施策を紹介します。
※各種サービスを受けるには手帳が必要な場合や年齢、障害の程度、種類、所得による制限がある場合が
　あります。詳しくは福祉課へご相談ください。

▶▶▶医療・手当等

▶▶▶日常生活支援・援助

○問い合わせ　福祉課

自立支援医療

福祉医療

更生医療・育成医療・精神通院医療の3種類があり、指定医療機関での医療
費が原則１割負担になります。

身体障害者手帳1・2級、療育手帳Ａの人に対し、全診療科の保険適用分の
医療費を助成します。

精神または身体に著しい重度障害があり、日常生活で常時特別の介護を必要
とする在宅者に対して支給される手当です。

精神または身体に重度障害があり、日常生活で常時介護を必要とする状態に
ある在宅の20歳未満の人に支給される手当です。

精神または身体に障害のある児童の保護者に対して支給される手当です。

精神障害者医療

特別障害者手当

障害児福祉手当

町内在住かつ在宅で身体障害者手帳1・2級、療育手帳A、精神障害者保健
福祉手帳１級の人にタクシーチケットを交付します。

福祉タクシー制度

身体障害者手帳を取得している人へ補装具（補聴器、車いす等）の購入と修
理にかかる費用を支給します。

補装具費の支給

相談支援・移動支援・地域活動支援センター・日中一時支援・日常生活用具
給付事業などがあります。

地域生活支援事業

全額または半額免除があります。
手帳の等級、種別、世帯状況等により一定の要件があります。

NHK放送受信料の減免

一定の障害があり、条件を満たす場合、申請することで自動車税・軽自動車
税が減免されます。

自動車税・軽自動車税
　　　  の減免

有料道路料金が通常の半額に割り引かれます。
事前に福祉課またはオンラインにて手続きの必要があります。
利用目的や対象自動車の範囲等について一定の要件があります。

有料道路料金の割引

在宅サービスや日中活動の支援、障害児の通所支援、相談支援などがありま
す。

障害福祉サービス・
障害児通所支援

特別児童扶養手当

精神障害者保健福祉手帳１・2級の人に、全診療科の保険適用分の医療費を
助成。上記以外で、自立支援（精神通院）医療費支給認定を受けている人の
通院医療費を助成します（社会保険（本人）は対象外）。



　町のお知らせ
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「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

精
神
障
害
者
お
よ
び
家
族
の
支
援
を

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
萌
で
は
、
障

害
者
週
間
の
時
期
に
、
広
く
県
民
を
対

象
に
し
た
電
話
相
談
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

眠
れ
な
い
日
や
気
分
が
落
ち
込
む
日

が
続
く
、
や
る
気
が
出
な
い
、
不
安
で

し
か
た
な
い
、
精
神
科
へ
の
受
診
や
薬

へ
の
不
安
な
ど
、
精
神
保
健
福
祉
士
等

の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
精
神
保
健

福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
や
つ
ら
い
気
持
ち
に

耳
を
傾
け
、
支
援
機
関
や
制
度
の
情
報

提
供
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。

（
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。）

○
と　

き　

１２
月
１
日
〜
５
日

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
９
時
〜
２１
時

○
相
談
番
号　

　

０
７
４
３
（
８
５
）
５
６
３
９

○
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人
萌　

　

０
７
４
３
（
５
４
）
０
８
２
１　

　

※
土
日
祝
を
除
く

高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
ま
す

全
世
代
向
け
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

月
に
一
回
開
催
し
て
い
る
「
高
齢
者
向
け
ス

マ
ホ
教
室
」。
今
月
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

１２
月
１７
日
（
水
）

　
　
　
　
　

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

○
と
こ
ろ　

交
流
拠
点
施
設
ワ
ニ
ナ
ル　
　
　

　
　
　
　
　
（
上
土
佐
６２
番
地
１
）

○
内　

容　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
使
っ

　

 

て
み
よ
う

○
対
象
者　

６０
歳
以
上
で
町
内
在
住
の
人　
　

　
　
　
　
　
（
先
着
１０
名
）

○
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課

　

総
務
省
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」

の
補
助
金
を
活
用
し
、
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
相
談
会
】

○
と　

き　

１２
月
５
日
（
金
）
１１
時
〜
１２
時

【
地
方
公
共
団
体
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
方
法
】

○
と　

き　

１２
月
１０
日
（
水
）

　
　
　
　
　

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

○
と
こ
ろ　

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
い
く
せ
い　

　
　
　
　
　
（
兵
庫
２
０
２
番
地
）

○
対
象
者　

町
内
在
住
の
人
（
先
着
１０
名
）

○
後
援　

高
取
町

○
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ　

　

株
式
会
社
メ
ビ
ウ
ス　

　

０
７
４
４
（
５
２
）
５
１
６
６

２
０
２
５
年
度
大
和
高
取
モ
ラ
ロ

ジ
ー
事
務
所
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
「
志
を
つ
な
ぐ 

〜
井
川
慶
の
野
球

人
生
か
ら
学
ん
だ
前
向
き
思
考
〜
」

　

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
と
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ヤ
ン
キ
ー
ス
で
プ
レ
ー
し
、
阪
神
時
代
の

２
０
０
３
年
と
２
０
０
５
年
に
は
、
エ
ー

ス
と
し
て
チ
ー
ム
を
リ
ー
グ
優
勝
に
導
い

た
井
川
慶
さ
ん
に
よ
る
講
演
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
井
川
さ

ん
か
ら
、
前
向
き
に
取
り
組
む
重
要
性
を

学
び
ま
す
。
受
講
し
た
皆
さ
ん
が
元
気
で

前
向
き
に
な
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

令
和
８
年
２
月
１８
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

１９
時
〜
２０
時
３０
分

○
と
こ
ろ  

橿
原
市
商
工
経
済
会
館
７
階

　
　
　
　

  

大
ホ
ー
ル　

※
有
料
駐
車
場
有

○
講
師　

井
川　

慶
さ
ん

　
　
　
　
（
元
プ
ロ
野
球
選
手
）

○
参
加
費  

１
，
０
０
０
円

○
定
員　

先
着
１
０
０
名

○
申
し
込
み　

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

○
主
催　

大
和
高
取
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

○
後
援　

高
取
町
教
育
委
員
会

○
問
い
合
わ
せ

　

コ
メ
ダ　

０
９
０
（
５
１
２
４
）
２
６
６
２

○問い合わせ　事業課

悪質な宅地内下水管の点検・清掃業者に注意してください
　最近、宅地内の排水設備の点検や清掃などを無料で行うという業者が各家庭を
訪問しています。中には、『役場の方からきた』『役場から頼まれた』など役場と
の関係を匂わせて修理や清掃を迫る業者もいるようです。町が業者に依頼して、
宅地内の排水管などを点検、清掃させることはありません。不必要な清掃を頼ん
で高額な代金を請求されないよう気を付けましょう。
　排水管の心配や不具合、改造工事のことは、町指定の排水設備工事店にご相談
ください。

下水道に関するお知らせ
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くらしの情報
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手話をみんなのことばに

お気軽にご相談を！
(人権相談 )( 人権相談 ) ( 行政相談 )( 行政相談 )

( 心配ごと相談 )( 心配ごと相談 )

○と　き　12月 10日（水）
　　　　　10時～12時
○ところ　役場1階　相談室
○相談員　鎌田 完子
○問い合わせ　福祉課

○と　き　12月 12日（金）11時 30分～13時 30分
○ところ　リベルテホール1階　会議室
○相談員　民生委員
○問い合わせ　高取町社会福祉協議会　0744（52）3865

○と　き　12月 10日（水）
　　　　　13時～15時
○ところ　役場1階　相談室
○相談員　森本 啓治
○問い合わせ　総務課

　手話が身近な言語（ことば）になるよう、簡単な手話をご紹介して
います。ぜひ皆さんも一緒にやってみましょう！

○問い合わせ　福祉課

5指を広げた右手のひらを
前に向ける。

顔の脇で手を振る。

「さようなら」

ふ
た
か
み

ふ
た
お

よ
さ
む

ふ
る
さ
と
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可燃物『もえる』ごみ 資源物（かん・びん・ペットボトル）ごみ

し尿収集予定表不燃物『もえない』ごみ

月・ 木 曜日コース 第 1・第 3  金 曜日 第 2・第 4  金 曜日

第 1・第 3  木 曜日 第 2・第 4  木 曜日

　月ごみ収集日

火・金 曜日コース

第1・第3　水 曜日コース

第2・第4　水 曜日コース

日 曜 収集大字 収集大字

ごみ１１０番
TEL 0744 (52) 3334
内線 500・501
住民課環境事務所

日 曜

1日

12月

月

下土佐・観覚寺・吉備・
松山・羽内・藤井

市尾・谷田・車木・
越智・寺崎・与楽

丹生谷・兵庫・田井庄・
薩摩・森・佐田

清水谷・グリーンタウン・
上子島・下子島・上土佐

下子島・上土佐・下土佐
観覚寺・清水谷・羽内・松山
市尾・越智・薩摩・藤井
田井庄・車木・丹生谷

市尾・越智・羽内・与楽
兵庫・寺崎・谷田

清水谷・グリーンタウン・上子島・
下子島・上土佐・丹生谷・兵庫・田井庄・
薩摩・森・佐田

清水谷・グリーンタウン・上子島・
下子島・上土佐・丹生谷・兵庫・田井庄・
薩摩・森・佐田

下土佐・観覚寺・吉備・松山・羽内・藤井・
市尾・谷田・車木・越智・寺崎・与楽

下土佐・観覚寺・吉備・松山・羽内・藤井・
市尾・谷田・車木・越智・寺崎・与楽

17日 水

5日 金 谷田

上子島・下子島・佐田・薩摩
観覚寺・吉備・森

丹生谷

18日 木

16日 火 19日

※ごみ搬出は、所定の場所に当日の8時30分までにお願いします。
※【　　】内は次月の最初の収集日。
※ごみを分別するときは、ごみの分別表および家庭ごみの出し方と
　分け方ガイドブックを参考にしてください。
※粗大ごみの収集は、別途料金が必要です。申込時にご確認ください。

〰〰〰〰〰〰〰〰

※蛍光灯は町指定袋には入れず別の袋や空き箱
　に入れてください。

（作業の都合上日程が前後する場合があります。）

※ごみの減量にご協力をお願いします。

し尿の収集日は変更になる場合があります。
※集金については、日にちが前後しますのでご注意してください。
　　　　　　　　　 ○問い合わせ　新晃株式会社   0744 (22) 5258

くらしの情報

1日・4日・8日・11日・15日・18日・
22日・25日・29日（特別）【1月5日】

3日・17日【1月7日】

5日・19日【1月16日】

4日・18日【1月15日】

10日・24日【1月14日】

12日・26日【1月9日】

11日・25日【1月8日】2日・5日・9日・12日・16日・19日・
23日・26日・30日（特別）【1月6日】

12

通常収集は1月5日（月）から行います。

年末特別ごみ収集

可燃物「もえるごみ」

12月29日（月）月・木コース
12月 30日（火）火・金コース

粗大ごみ「大型ごみ」

※申し込みが多い場合はこれより前に
　締め切ります。

※必ず8時30分までに所定の場所に出
　してください。

12月 15日（月）17時
　　申し込み締め切り

○問い合わせ　住民課
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子育て・健康

12月のアミィクラブ・
　　　  わくわくエンジェル（合同開催）

　　　　　　　　

12月の臨床心理士による教育相談

○と　き　16日（火）10時～11時 30分
○ところ　たかとり保育園
○対象者　未就学児とその保護者
○内　容　クリスマス会、お誕生日会
○問い合わせ　子育て支援センター（たかとり保育園内）
　　　　　　　0744（52）3786

○と　き　　5日、12日、19日、26日の金曜日
　　　　　　いずれも13時～17時
　　　　　　　（一人45分の事前予約制）
○相談場所　リベルテホール
○対象者　　本町在住の原則4歳から高校生まで
　　　　　　とその保護者
○その他　　小中学校でスクールカウンセラーに
　　　　　　よる相談も行っています。日時等は
　　　　　　小中学校へお問い合わせください。
　　　　　　（在校生対象）
○申し込み、問い合わせ　
　　　　        教育委員会事務局    0744（52）3715

1月の『元気サロン』

　　　　　　　　○と　き
　6日（火）　「リフレッシュ運動～健康体操～」
　14日（水）　「機能改善運動～リハビリ体操～」
　22日（木）　「のびのび運動～棒体操～」
　いずれも10時～11時（受け付け9時30分～10時）
○ところ　リベルテホール　2階大研修室
○対象者　本町在住の65歳以上の人
○定　員　各日25名（定員になり次第締め切ります。）
○持ち物　運動靴、タオル、お茶や水など
※通院中の人や体に心配のある人はかかりつけ医に
　相談してください。
○申し込み、問い合わせ　地域包括支援センター

12月のケアマネによる介護個別相談

　たかとりケアマネ会では、地域に出向いて介護
個別相談を行っています。お気軽にお越しくださ
い。
○と　き　　18日（木）　13時 30分～15時
○ところ　　役場1階　相談室
○主　催　　高取町介護支援専門員連絡協議会
　　　　　　（たかとりケアマネ会）
○問い合わせ　地域包括支援センター

1月の健康相談（栄養相談）
　高血圧、糖尿病、高脂血症など生活習慣病でお悩み
の人、妊娠中、出産後の健康管理にお役立てください。
○と　き　15日（木）13時30分～15時受け付け
○ところ　保健センター
○対象者　原則40歳以上の人、妊産婦
○内　容　尿検査、身体測定、血圧測定、体組成測
　　　　　定、栄養相談、足指力測定、健診結果の説
　　　　　明、健康に関する相談
○定　員　4名【管理栄養士による栄養相談のみ予約制】
※12月 25日（木）までに保健センターへお申し込
　みください。
○持ち物　健康手帳（お持ちでない人は当日保健セン　　
　　　　　 ターで交付します。）
○問い合わせ　保健センター　0744（52）5111

集合総合がん検診
　今年度最後の集団総合がん検診です。
○と　き　令和8年2月11日（水）
○ところ　保健センター
○申し込み期限　12月 26日（金）
○対象者　40歳以上の人
○検査内容　胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診
※指定医療機関で実施される個別がん検診は、令和
　8年2月末まで受診できます。医療機関での受診
　には手続きが必要ですので、事前に保健センター
　でお手続きください。
○申し込み、問い合わせ　保健センター　
　　　　　　　　　　　　0744（52）5111
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